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平成 25年度全体会終了。新役員体制発足 

 去る平成 25 年 4 月 23 日、コミュニティーホールこんにて、平成 25年北海道社会福祉士会定例全体会が 

開催されました。24 年度事業報告をはじめ全ての議案が承認されました。又、今年度は役員改選の年度であ

り、湯浅弥氏を支部長とした、新たな道南地区支部役員体制が選任されましたので、ご報告いたします。 

北海道社会福祉士会道南地区支部役員 

地区支部長  湯浅  弥  ゆあさ社会福祉士事務所 

副支部長  佐々木康寛 函館市地域包括支援センター厚生院 

      黒須 朋宏 渡島総合振興局 

      長谷山哲平 函館市地域包括支援センターこん 

事務局長  三谷 真理 函館市地域包括支援センターこん 

会 計  西元 臣二 自立支援センター茜 

幹 事  折目 泰則 侑愛会 新生園  

山村  哲  なるかわ病院 

      梶谷 由明 森町地域包括支援センター  

谷口 健一  八雲地域包括支援センター 

      熊木 勝弘 函館市地域包括支援センターあさひ 

      森  貴志 介護老人保健施設 もも太郎 

      麻薙 悠子 社会福祉法人かいせい 

      木田 祥平 ワークセンター一条 

      関川 敏江 介護老人福祉施設 函館愛泉寮 

会計監事   尾形 永造 ワークセンター一条 

                                  

北海道社会福祉士会・委員会 

ぱあとなあ運営委員    湯浅  弥  ゆあさ社会福祉士事務所 

総務委員会委員        木田 祥平  ワークセンター一条 

かわら版・広報担当    西元 臣二  自立支援センター茜 

地域包括支援センター支援委員  佐々木康寛  函館市地域包括支援センター厚生院 

生涯研修委員会委員    西元 臣二  自立支援センター茜 

    〃    基礎Ⅰ担当    黒須 朋宏  渡島総合振興局 

障がい者等地域生活支援委員会  折目 泰則  新生園 

生活困難者支援委員会 担当理事  湯浅  弥  ゆあさ社会福祉士事務所 
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地区支部長就任にあたり    湯浅  弥（ゆあさ社会福祉士事務所） 

この度、北海道社会福祉士会道南地区支部長に就任した湯浅弥です。 

ここ数年…実際には落ち着いていた時期と言うのがほとんどないほど、「ふくし」を巡る状況が変化し続

けています。昭和の時代から、「ふくし」を実践して来ている私にとっては、当時と比べると正に隔世の感

があり、今の時代に応える「ふくし」をどのように実践してくか、日々、思い悩むこの頃です。 

ただ、言えるのは時代に応える「ふくし」の実践は、私一人の実践では到底成し得るものではないという

ことです。多業種にまたがる福祉の専門家である私たちが、しっかりと結びつき、福祉の専門職集団として

の知見、技術を出し合い時代に応える「ふくし」の実践を行ってこそ、少しは方向が見えてくるものだと思

います。 

専門家が専門家らしく、一生懸命に仕事に取り組む姿は、きっと世間から「カッコイイ」と映るのだと思

います。若者の言葉では「カッケ～」ともいうそうな…。老若男女の集団である、北海道社会福祉士会道南

地区支部を皆の力で、「カッケ～」と言われるような集団にしたいと思います。 

 

副支部長就任にあたって  佐々木 康寛（函館市地域包括支援センター厚生院） 

この度、副支部長に就任しました佐々木です。現在は、地域包括支援センター厚生院で社会福祉士として

働いています。 

道南地区支部の活動について、私自身もまだまだ周知できていない部分も多いのですが、委員会の活動と

して参加している地域包括支援委員会での活動を通じて、函館・道南地域に限らずに同じ業務に取り組んで

いる方々とのつながりを持てる事は、本当に貴重な機会と感じています。 

 定期的な勉強会や様々な研修会への出席について、躊躇する事があるのは当然ですが、ぜひ同じ資格を持

ち業務に取り組んでいる方々との交流の場として、自己研鑽の場として利用してみてはどうでしょうか？皆

様の会への積極的な参加をお待ちしております。私自身も微力ながら、活動に参加していきたいと思います。

どうぞよろしくお願いします。 

 

新任の挨拶         黒須 朋宏 （渡島総合振興局） 

会員の皆様、このたび副支部長の大役を仰せつかった黒須（くろす）と申します。勤務先は渡島総合振興

局保健環境部社会福祉課で生活保護のケースワーカーをしています。 

私は社会人 1 年目より福祉士会に加入し、集まりに数少ないながらも顔を出させて頂きました。その間

様々な学びや人との出会いがあり福祉士会より頂いた恩は数知れません。副支部長を受けたのも、福祉士会

に未熟な自分ではあるが何か恩返しがしたいという思いがあったからです。 

私は研修部の役員もさせて頂いています。福祉士会の役割の一つとして会員の皆様の交流や相互研鑽、そ

して仕事の喜怒哀楽の分かち合いができる場所づくりが大切だと考えています。会員の皆様にとって魅力的

な場の設定、明日からの仕事に少しでも生かせるようなお土産を持って帰ってもらえる機会が作れたらなあ

とも考えています。 

私のできることは限られ、歩みはゆっくりではありますが皆様のお役に立てるよう動きたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 



 

 

新任の挨拶          長谷山 哲平 （函館市地域包括支援センターこん） 

会員の皆様には、日々業務の中で、いつもお世話になっております。ありがとうございます。 

このたび、僭越ではありますが、道南社会福祉士会の副支部長を務めさせていただきます、長谷山哲平と 

申します。私は、現在、「函館市地域包括支援センターこん」に所属しております。高校卒業後、福祉業界

の門を叩き、気がつくと早 15 年が経ちました。その間、社会福祉士の資格を取得し、会へ入会したことに

よって多くのことを経験させていただきました（単に資格取得のみでは経験できなかったことが大半です）。

会での活動を通じて多くの方々と知り合うことができ、様々なことを勉強させていただくことによって、自

己のキャパの広がりを日々感じております。 

「世の中に必要とされる人」となるために、日々の業務はもちろんのこと、会での活動を通じて精進した

いと思っております。まだまだ未熟者の私ですが、今後ともどうぞよろしくお願い致します。 

 

事務局長就任にあたり   三谷 真理（函館市地域包括支援センターこん） 

このたび事務局長を仰せつかりました三谷です。現在は函館市地域包括支援センターこんに勤務しており

ます。認知症グループホーム勤務時代に日総研通信を受講し、平成 15年に社会福祉士をとり、社会福祉士

会に入会しました。会を通じて、諸先輩や他領域の社会福祉士とのつながりが増えていき、とても充実した

職業生活を送ることができています。 

 この会がさらに活発に展開し、会員が希望やチャレンジ精神をもって参画できる組織であり続けるよう、

事務方として支えていきたいと思っております。また、湯浅会長とともに道社会福祉士会の理事を２年間任

期で担うこととなりました。道では、支部委員の西元さんとともに生涯研修委員会に属し、新生涯研修制度

の定着を図っていくこととしています。道や日本の動向が道南にスムーズに伝わり、会員の実践力の向上ひ

いては道南の住民の福祉の推進につながるよう活動していきたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

研修のお知らせ 

定例学習会 ：奇数月第３金曜日 19：00 より 会場 函館市青年センター 

開催日 分 野 テーマ 講 師 

終 了 高齢者 

地域を基盤としたソーシャルワーク実践 

総合相談・実態把握・ネットワーク構築 

権利擁護における現状と課題 

講師：三谷真理氏 

函館市地域包括支援センターこん 

7・19 医 療 
身寄りのない患者への対応について 

～医療ＳＷの立場から～ 
講師：田中博光氏（函館中央病院） 

9・20 障がい 障がい者の就労支援の実践と課題 講師：未定 

1・18 子ども 社会参加に困難を抱えた子ども・若者への支援 

講師：庄司 証氏 

函館圏フリースクールすまいる代表 

講師：染木 加奈子氏 

はこだて若者サポートステーション 

3・14   貧 困 貧困問題関連（仮称） 講師：未定 

※都合により内容・時間・会場が変更となる場合があります。 

成年後見事例検討会 偶数月開催 18：00より  

次回 6月 26日（水） 会場：未定  ※ 詳細は事務局までご確認下さい。 



 

 

      生涯研修 基礎研修Ⅰ受講者募集中 

 現在、北海道社会福祉士会では、2013 年度 生涯研修基礎Ⅰの受講   

生を募集しております。 

前年度より日本社会福祉士会の生涯研修制度が変わりました。この  

基礎研修は、社会福祉士として必要な基礎知識を 3 年間かけて行なっ  

ていく入り口の研修で、その後の専門研修の受講や認定社会福祉士資 

格を取得するためには、欠かせない研修です。 

1 年目の基礎研修Ⅰは、会の歴史や本研修制度、倫理綱領や共通基  

盤となる知識や技術等について、自己学習・レポート・集合研修とい 

う形を通じて学ぶ研修です。 

 募集は先日 7月 31日までとなっております。詳しくは北海道社会  

福祉士会会報（5 月号）をご確認くだい。不明な点等ありましたら、  

生涯研修委員、事務局西元までお問い合わせくだい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度基礎研修Ⅰ講義（グループワーク）の様子 
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        道南地区支部事務局 
                         函館市美原 5丁目 31-10 ゆあさ社会福祉士事務所内 

ＴＥＬ                     TEL 0138-83-8471  FAX 0138-83-8472 
                          メール wy1125@beige.plala.or.jp 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員を募集しています 

北海道社会福祉士会道南地区支部では、随時会

員募集を行っております。 

皆さんの周りに未加入の社会福祉士の方はい

ませんか？もしいらっしゃいましたら、是非、ご

紹介ください。まずは研修会を見学していただく

形でも大歓迎です。 

会員の皆さんよろしくお願いいたします。不明

な点がございましたら、事務局まで。 

 

編集後記 

広報誌創刊号いかがでしたか。道

南地区支部も新役員体制が発足し

新たなスタートを切りました。 

広報誌は、会員の皆さんをはじめ、

地域の方々等、より多くの方に見て

いただき、道南地区支部の活動を通

じて「社会福祉士」を知っていただ

くきっかけになればと思います。 

今後、紙面内容を更に充実させて

いきたいと考えています。 

これからの「道南ＣＳＷ通信」に

ご期待ください。     （Ｎ） 


